
28クリモト CSR報告書2009

環境報告

ゼロエミッションプロジェクトの活動
循環型社会をめざして、クリモトグループでは、２００７年より
ゼロエミッションプロジェクトを発足させ、廃棄物などの発生
抑制、適正な循環的利用の促進、適正な処分の確保により天

然資源の消費を抑制し、環境負荷を可能な限り低減するよう
に取り組んでいます。

◉活動期間
２００９年４月～２０１０年３月

◉ゼロエミッション定義
一般廃棄物、産業廃棄物、特別産業廃棄物を対象とし、そ

の処分方法が、焼却の場合は、サーマルリサイクルされてい

るものとし、埋め立てされている廃棄物のみが「再資源化さ

れていない」ものとします。
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廃棄物削減への取り組み

◉目的
再資源化率９９％以上（２０１０年度）

◉目標
再資源化率９５．８％以上（２００９年度）　

◉目的達成手段
各事業場で発生した廃棄物を産業廃棄物として、事業場外

へ搬出する量を低減する。

　　①廃棄物の有用化を検討する。

　　②廃棄物の減量化を検討する。

　　③廃棄物の事業所内リサイクルを検討する。

　　④各事業場の情報を公開しあう。

　　⑤各種収集情報の共有化をする。
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